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論文内容の要旨
光子を陽{に )lí てたとき 1 個の l下.パイ中間子が発生する過程、即ち、 y +P →7f十 nの微分断而積
を浪t心した o jt-{のエネルギーは実験室系で300MeV から 1200Me V であり、 π+ の発生角は1800 で
ある。この角度で測定すればパイ中間子光発生の散乱振幅のうち特にヘリシティ ~の始状態のものだ
けを分離して見ることができる。
'J~，~食は、 束京大，乍、了下刊J戸':h以lL;1( 了
型磁石とシンチレ一シヨンカウン夕群カか、らなる j運豆重割動1力j呈解析装置でで、捕えた O
その結果、光子のエネルギ-92点に対応する重心系の微分断面積の値が得られた。それらは、図及
び表で示されている。最終結果のもつ統計誤差は 5%、エネルギ一分解能は約20MeV である。また
系統誤差は約 6% と考えられる。
実験結果によれば、微分断面積は光子のエネルギー300MeV に対応するところが大きな山になって
いる。これは明らかに P33 (1236) 共鳴状態によるものである c これ以外には著しい構造は現われてい
ないので~Pll (1470) 共鳴はこの過程では殆んど励起されないことがわかり、さらにD13 (1520) 及び
F 15 (1688) 共鳴も 180。では強くあらわれないことが証明されたことになる。
7l0MeV に見られる小さな鋭いピークはそこがエータ中間子のできる閥値のエネルギーであるため
におこる cusp effect (尖頭状のエネルギー依存性を起こさせる効呆)で説明できる c
さらに中性子からの負中間子光発生の完験データと組合わせて、アイソスピン%共鳴の180。に於け
る振幅をアイソベクトル部分とアイソスカラ一部分とに分離した。その結呆、 Sll (1 535) 共鳴はアイ
ソベクトル、アイソスカラーのいずれからもかなりの程度励起されることが示された c
論文の審査結果の要旨
光による核子からのパイ中間子発生現象は約20年前から知られているが、機構は未だ十分に明らか
-.193 -
でない。その理由は、この過程には運動学的に独立な 4 つの状態が寄与し、それぞれの寄与が重なっ
て現れるからである。この論文では、中間子が入射光に対し180。の方向に発生する場合にはその中の
一つ、即ちヘリシティ yzの状態以外の寄与は O となることに着目し、 180。方向での正パイ中間子の発
生断面積を、入射光のエネルギー300MeV ~ 1200Me V にわたって精密に測定し、解析を試みた。
その結果、このエネルギー領域では、核子の種々の励起状態の中で、P33 によるもの以外には共鳴現
象が見られないことを示したO このことは、他の発't角度で兄られる共鳴がヘリシテ 1 Yz状態以外か
らの寄与であることを示している。この論文ではまた光エネルギ-710MeV に見られる断面積の鋭い
山を解析し、これがエータ中間子が発生する閥値にむける cusp 効果であることを示した。以上のよ
うに、この論文は光による中間子発生現象について、これまで知られていなかったエネルギー領域に
むける非常に精密なデータを提供し、その解析により中!日j-{- 発 !t~機構に新しい知見を加えたものと云
える。
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